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自由報告申込書
	発表者氏名（所属）

（登壇者1名に○）
	

	　登壇者は
	１．数理社会学会会員　２．非会員

	報告タイトル
（報告要旨と一致させてください）
	

	報告形態
	口頭発表（自由報告は原則として口頭発表）

	報告時間
	発表15分＋討論10分＝計25分

	報告言語
	１．日本語　２．英語

	使用機器
	１．会場設置パソコン　２．持参パソコン　３．その他（　　　　　　）

	種別
	（ア）１．数理　　　２．計量　　　３．その他（　　　　　　　　　）

（イ）１．理論　　　２．方法　　　３．実証

	報告の概要

（200字以内）


	

	連絡先
	

	　氏名
	

	　住所
	〒

	　E-mail
	


【別記注意事項をご確認ください】
注意事項
（1）締切
　2011年7月20日（水）必着
（2）提出方法
　申込書（このdocファイル），報告要旨（docファイル等），報告要旨印刷用版下（pdfファイル）の3つを電子メールに添付して，研究事務局と大会事務局の2か所に送付してください．メールタイトルを「JAMS52自由報告申込（小林盾）」，申込書ファイル名を「JAMS52自由報告申込書（小林盾）.doc」，報告要旨ファイルを「JAMS52報告要旨（小林盾）」のようにして，代表者氏名を記入してください．
研究事務局　小林盾（成蹊大学）
E-mail：jams.research@gmail.com
大会事務局　辻竜平（信州大学）
E-mail：rtsuji@shinshu-u.ac.jp
（3）報告要旨作成要領
　報告要旨が要旨集に掲載されます．見本ファイルを参照して，以下にしたがって作成してください．見本ファイルに上書きしても結構です．
（ア）サイズと分量：A4判モノクロ．2ページ，4ページ，6ページのどれか（図表含む）．7ページ以上は不可．要旨集に空白ページが生じないように，1ページ，3ページ，5ページも不可．
（イ）レイアウトとフォント：上下30ｍｍ，左右20ｍｍの余白．1段組．ページ番号は記入しない．原則として明朝体．1ページ目は以下のとおり．
1行目：タイトル（18ポイント）
2行目：サブタトイル（あれば）（14ポイント）
3行目：空白
4～6行目：氏名，所属，メールアドレス．発表者が複数の場合，登壇者氏名の先頭に○印（12ポイント）
7～8行目：空白
9行目以下：本文（節タイトルはボールド12ポイント，本文は10.5ポイント）

（ウ）言語：日本語または英語．
（4）使用機器について
　パソコン用プロジェクタを使用できます．会場設置パソコンは，OSがウインドウズXPでオフィス2003を利用可能です．
　持参パソコンの場合，ウインドウズノートパソコンが使用可能です．接続口はミニD-Sub15ピンです．（マックパソコンを使用される場合は，専用ケーブルをご準備下さい．ただし学内サポートはありません．）事情によりその他の機器のご使用をご希望の方はその旨ご連絡下さい．ただし，ご希望に添えかねる場合もあります．
　ファイルは当日ご持参ください（USBメモリ，CD-R，CD-RWの利用が可能です）．
（5）大会プログラムの公開
　大会の約1か月前に学会ウェブページで公開されます．
